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タイの鉱物資源一(6)

タイの宝石…2大産地を訪ねて

須藤定久1㌧平野英雄2〕

､,はじめに

カンボジアを中心とするインドシナ地域には,第

三紀末から第四紀にかけて噴出した玄武岩類が広

く点在分布している.この玄武岩の一部にはルビ

ｰやサファイヤなどの宝石が包有物として含まれて

おり,玄武岩の風化に伴いその周囲に漂砂鉱床が

作られ,世界有数の産地となっている.

タイにもこの玄武岩が分布しており,宝石鉱床が

伴われている.1991年にタイ東部ポ･ライ地区で,

また1992年にはタイの西部ボ･ブロイ地区で,それ

ぞれルビｰやサファイアの生産現場を見学する機

会を得た.本報ではタイの宝石の産状と鉱業の現

状について紹介する.

タイ東部の宝石については本誌no.177に沢田

(1969)が紹介している.それから約25年後の状況

を,再び本誌で紹介するわけである.
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2,インドシナの玄武岩と宝;百鉱床

第1図

新第三紀から第四紀にかけて,インドシナではベ

トナムの南部からカンボジア東部を中心に広い範

囲で玄武岩の活動がおこった(第1図).

玄武岩の活動は,中新世(12～6Ma:Maは｢百

万年前｣の意味)と鮮新世末～第四紀(3～O.5Ma)

に2つの活動ピｰクを有しており,その成因は南シ

ナ海やタイ湾の裂開に関連したものと説明される

ことが多い.

前者の活動では,多量のソレアイト質玄武岩が噴

出して,溶岩台地を形成した.この玄武岩はその

後,強い風化作用を受けてラテライト化し,ボｰキ

サイト鉱床を形成してい亭ことは既に紹介した(神

インドシナの玄武岩と宝石産地(BarrandMac-

d㎝a1d,1981;Thtrmgan,工992).宝石産地は,[ラ

オス]1.ファイサイ(玄武岩の年代測定値は1.69,

1.74Ma,以下同じ),[タイ]2.スンラン(O.6,0.76),

3.デンチャイ(5.69,10.3),4.ウィチャンブリ

(11.9,9.7,7.5),5.ボ･ブロイ(3.14,3.O),6.フ

ｰディン(0.92),7.クンハン(3.28),8ニラムソン,

9.カンチャナブリ～トラッド(8.5,2.7,O.44),[カ

ンボジア]10.パイリン,11.サンロット,12.チャ

ムノップ,13.パムテメイ,14.プノンチョン,15.ボ

ケオ,[ベトナム]16.ラクイェン,17.クイチャウ,

18.ヴェンホｰ(2.1),19.ディリン(3.4,12.3),20.

ファンジェット,21.ギアキエウ(2.62)'.

1)地質調査所資源工･ネルギｰ地質部

2)地質調査所研究調査官

キｰワｰド:タイ､宝石,ルビｰ,サファイア,玄武岩
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谷･須藤,1976).

一方後者の活動では,断裂帯に沿って,アルカリ

玄武岩が比較的小規模に噴出した.この玄武岩に

包有されるルビｰやサファイアが,玄武岩の風化･

削剥により洗い出され,風化残留型や漂砂型(現

在の河床や海岸の砂礫層中)､堆積型(段丘堆積

物･湖底堆積物･古い堆積層中)の宝石鉱床を各

地にもたらすこととなった.

3｡タイの玄武岩と定宿鉱床

タイ国から産出する宝石用原石のほとんどはル

ビｰとサファイアであるが,他にジルコン,トハ㌃ズ,

.トｰマリン,ガｰネット,ロｰズクォｰツなども産する.

また,タイ南西部のブｰケット島の周辺では,漂砂

スズの採掘中にダイヤモンドが偶然採取されるが,

量的にごくわずかで商業的採掘の対象となってい

ない(yichit,1992).ここでは,ルビｰとサファイア

について紹介する.

コランダム:ルビｰとサファイアは,鉱物学的に

はともにコランダム(COrundum)である.コランダム

は化学組成がA1203,六方晶系,比重4で,モｰス

の硬度は9,ダイヤモンドに卒ぐ硬さを持っている.

コランダムは,シリカに乏しい火成岩の造岩鉱物

として,アルミナに當む高度変成岩,超塩基性岩,

結晶質炭酸塩岩などの岩石中に脈状～鉱染鉱床

として,高温の熱水変質帯中の脈状鉱床として,ま

たこれら鉱床に由来する砂鉱床として産出する.日

本では広鼻県の勝光山地区のろう石鉱床中に脈～

レンズ状に,径O.5mm程の青色の結晶として産出

するものが有名であるが,宝石になるような高晶質
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のものは産出しない.

コランダムはダイヤモンドに次ぐ硬さを持つため,

古くから研磨材として利用されてきた.現在でも,

砥石や研磨材として,日本国内で年間10万t以上が

消費されるが,そのほとんどが合成コランダムであ

る.

ルビｰとサファイア1コ'ランダムの中で美しい赤色

のものがルビｰとして,差し,い青色のものがサファ

イアとして珍重される.ルビ{の美しい赤色は微量

に含まれるクロム(Cr)が発色するためであり,一

方,サファイアの美しい青色は微量に含まれる鉄

(Fe)やチタン(Ti)が発色するためといわれてい

る.

それ以外の色のコ.ランダムもその色に応じて,グ

リFシサファイア,イェロｰサファイア,ブラックサフ

ァイアなどと呼び,無色のものはホワイトサファイア

と呼ばれる.

スタｰ･ルビｰやスタｰ･サファイアと呼ばれる星

のように輝く宝石がある.これは規則的に配列した

こまかな針状ルチルを含んだコランダムをそのC軸

方向が張り出すように切断･研磨したもので,｢スタ

ｰ｣の輝きはコランダムと包有された針状ルチルの

屈折率(それぞれ1.77と2.8)の違いで生じる反射

光によるものである..

第2図に,世界の代表的な宝石用コランダム(ル

ビｰとサファイア)の産地'を示した.タイを含みカン

ボジアからアフガニスタンにかけたアジア地域に主

要な宝石産地が分布していることがわかる.

強アルカリ玄武岩:第3図にタイの新第三紀以

降の玄武岩の分布と宝石用コランダムの産地を示

した.玄武岩類は,タイ中北部と東北部の広範囲

ウンパ(タンザニア)

クイｰンズランドｰ◇

(オｰストラリア)

ニュｰサウスウェｰルズ

瘀

第2図

世界の宝石用コランダムの主

な産地(おもにHughus,1990

による).このほかアメリカ合

衆国モンタナ州のヨゴガルチ

もサファイアの産地として著

名である.
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第3図タイの玄武岩と宝石用コランダム鉱床(Jmgyusuk

㎜dKhositan㎝t,1992;Vichit,1992).鉱床産

地名は1.チャンコン,2.デンチャイ,3.ウィチャ

ンブリ,4.ポ･ブロイ,5.フｰディン,6.チャンダ

ブリ～トラッド.

に点在する.しかし,バンコクよりも南西の半島部

には産出が知られていない.

これらの玄武岩類は､,B.arrらの一連の研究

(BarrandMacdona1d,1978.1981など)により,噴

出年代と化学組成が明らかにされた.それらによ

ればタイの玄武岩類の噴出年代は,一般に6～

0.5Maと若く,10Maを越える古いものは,タイ中部

ラム･テライ(LamNarai,11Ma,アルカリ岩)の1例

のみである.これら“玄武岩類"の化学組成は,

Si0.42～55wt%の底い範囲にわたるが,いずれ

もシリカｰアルカリ図上で,アルカリ岩のフィｰルド

にプロットされる.そして,これらの火山岩をノルム

ネフェリンを5%以上含む強アルカリ岩グルｰブ

(Barrらは,バサニトイド玄武岩系列と名づけた)と

それ以外のアルカリ岩に分けると,コランダムは強

アルカリ岩のグルｰプに伴われることが判明,相前

後して,各地の強アルカリ岩の中からコランダムが

発見された.

現在では,第3図に示されたタイ各地の宝石用

コランダム鉱床に近接して強アルカリ質玄武岩の存

在を確認することができる.

コランダムは,地下深所で強アルカリ玄武岩質マ

グマから晶出した斑晶であると考えられている.な

お,強アルカリ岩の多くは,かんらん岩(スピネルペ

リトタイト)や輝岩を包有物として含んでいる.

タイの宝石鉱康:タイの宝石用コランダム鉱床は,

バンコク南東方のチャンダブリ県(Chanthaburi)タ

マイ市～トラッド県(Trat)ボ･ライ町にかけて,ハン

コック西方のカンチャナブリ県(Kanchanaburi)

ボ･ブロイ町周辺,タイ東部コラｰト高原のシサケ

ット県(Sisaket)からスリン県(Surin)にかけて,な

どに発達し,盛んに採掘され,世界的な産地とな

っている.このうち,チャンダブリ～トラッド地区か

ら産するルビｰは,世界の高晶質ルビｰの約70%

に達すると見積もる人もいる(Vichit,1992による

Ke11er,1982の引用).タイ政府の鉱物統計による

と,タイの宝石用コランダムの生産量は,1990～94

年の5年間で,約3.6tにおよぶ.チャンダブリ県･ト

ラッド県とカンチャナブリ県の生産比率は5:95で,

カンチャナブリ県の生産(ほぼ全量がサファイア)

が圧倒的に多い.タイ北部と東部コラｰト高原の生

産量の正確な数字はないが,タイ全体の宝石用コ

ランダム生産量の約5～10%程度と見積もられて

いる(Yichit,1992).

4.タイ国東部の宝石鉱業

バンコクの南東220kmにあるチャンタブi)は,バ

ンコク南東側のカンボジアに接する地域の商業,

政治の中心地である.バンコクからは,国道43,

344,3号線を経由して,車で5時間ほどで達するこ

とができる.大きな池のある公園を取り囲むように

緑豊かな街並みが広がっている(写真1).この街

写真1チャンダブリの街.中央に大きな池のある公園が

配置された緑の多い美しい街である.

地質ニュｰス517号�
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は宝石の集散地でもある.街のあちこちに,小さな

宝石研磨工場があり,裸電球の下で,グラインダｰ

の前に座りルビｰの研磨にいそしむ職人さんの姿

を見ることができる.

1991年の秋,バンコクから南東側に分布する花

筒岩の調査の最終地点がここチャンダブリであっ

た.バンコクヘ帰る前に,このあたりの代表的な鉱

産物である宝石の産地を訪ねてみることにした.

(､)チャンダブリ周辺の定宿鉱床

チャンダブリ周辺の宝石鉱床の分布を第4図に

示した.チャンダブリ県タ･マイから南東に隣接す

るトラッド県へまたがって分布するのでチャンタブ

リｰトラッド宝石鉱床地帯(Keller,1982)と呼ばれ

る.ほとんどの鉱床はチャンダブリから東側,力'ン

ボジァとの国境までの東西30km,南北20kmの地

域に分布し,チャンダブリの西側には隣接するタ･

マイ(ThaMai)周辺に数鉱床が知られるのみであ

る.

この地域の鉱床から産出するコランダムの色に,

地域的な帯状配列が見られる.西側では青緑およ

び黄色のサファイアが産出し,チャンダブリの東側

では青緑のサファイアと赤色のルビｰが,さらに東

のカンボジア国境では赤色のルビｰのみが産出す

るという｡西側ほど不純物として鉄やチタンが率､く,

東側ほどクロムが多いということになる.いったい

なぜなのか?地下深所でなにがおこったのかはま

だ定かではない.

第4図

タイ南東部の宝石鉱床(Vichit,

1992を簡略化).チャンダブリ県

タマイｰトラッド県ボ･ライ地区の

宝石鉱床(⑰)の分布と産出す

るコランダムの色による帯状配列

をしめした.

(2)タマイ地区の鉱床

タマイ市の東側にはべ一サナイト(強アルカリ質

のカンラン石玄武岩)からなる比島50m程の小山が

ある.その形成年代はO.44±O.11Maと報告されて

おり,非常に新しい火山活動の産物である.

道路から山道に分け入ると斜面で宝石を採掘す

るおばさんに出会った.この付近では近所の農民

が農閑期の副業としてこの山で宝石を採掘するの

だという.従って,機械など使わずすべて手作業と

いう原始的な方法での宝石採取である.

玄武岩の山の麓に小さな穴を掘り,スコｰルを

利用して雨水をためる.そして付近の土壌化した玄

武岩を掘り,ざるにいれて水で洗うと,玄武岩中に

ノジュｰルとして含まれる鉱物(ほとんどがカンラン

写真2タ･マイ市郊外で宝石を掘るおばさん.風化した

玄武岩を水で洗い宝石を含むノジュｰルを取り

出す.
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写真3ボ･ライの街.宝石商が軒を連ねる.夕刻には近

郊から,あるいは隣のカンボジアから宝石をもっ

た人々が集まり,宝石の取引で賑わう.

石と黒いスピネル)が残るので,その中から,サファ

イア,ルビｰ,ジルコン等の宝石類を選び出すので

ある(写真2).

この時期,夕刻には山の麓のバス停に宝石のバ

イヤｰがやってくる.採取した宝石はここに持ち込

み現金化するという.あまり割りは良くないが,小

遣い稼ぎとしてはまずまずといったところらしい.

(3)宝石の街ボ･ライ

国境の街ボ｡ライヘ:チャンダブリの町から国道3

号線を南東へ35㎞,白砂の海岸やマングロｰブの脇

をすすむ.そこから北東へ地方道を約30㎞,草地の

中にバナナ畑が点在する緩やかにうねった丘陵地帯

の中を進むとボ･ライ(BoRai)の町へ着く.

ボとは,｢井戸｣とか｢くぼ地｣の意味で,井戸の

底から宝石が見つかったことから発展した街だと

いう.街は一見すると西部劇に出て来そうな街並

みである.店の多くは日除けテントを広げ,真昼の

写真4ボ･ライの街.宝石商の軒先では,バイヤｰが買

い集めたルビｰを,サイズや晶質ごとに選別して

いる.

暑さの中でひっそりと静まり返っている(写真3).

しかしさすが宝石の街,目抜き通りには宝石商

が軒を連ね,店頭でルビｰの選別に余念のないバ

イヤｰの姿もある(写真4).夕刻には市がたち,近

郊から,あるいは隣のカンボジアから宝石をもった

人々が続々と集まり,宝石の取引で賑わうという.

カンボジアの内戦時にはここに持ち込まれるル

ビｰの代金が内戦の大きな資金源になっていると

して問題になったこともあった.

家族鉱業:街の周辺にはあちこちに採掘場がある

というので訪ねてみた.

町の付近には,基盤岩である中生代三畳紀の堆

積岩が広く分布している.これを覆って玄武岩熔

岩が所々に分布し,その周囲に新第三紀後期～第

四紀の堆積岩類が分布している.玄武岩が風化し,

その中に含まれていた宝石類は,周囲の若い堆積

層中に堆積鉱床を形成している(第5図).

ト

メ図玄武岩

灘､･鉱床

＼ガンボジア

ホン＼〈へ､

＼

富繊も㌧

シ1ぺ匁

�

第5図

ボ･ライ地区の玄武岩と

宝石鉱床(Vichit,1992を

簡略化).ポ･ライ周辺の

玄武岩と鉱床の分布状況

を示した.
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写真5ボ･ライ郊外での宝石の採掘.A.地表下約5mの砂礫層に放水し,砂礫層を崩し,砂礫を泥水とともにポンプ･ア

ップする.B.振動フルイから宝石を含む砂礫が泥水とともに吐き出される.C.砂礫の中からルビｰを拾い出す

女性達.子供達も一生懸命である.D.拾い出されたルビｰの原石.これだけ集めるのに2～3時間かかるという.

ポ･ライ周辺ではルビｰは地表から約5m程下に

ある第四紀の砂礫層中に多く含まれている.この

ため鉱区を得た採掘業者はまず地表から礫層まで

掘り下げる.次に近くの小川から水を引き,ボンブ

で砂礫層に放水し,砂礫層を崩Iし,砂礫を泥水と

ともにポンプ･アップする(写真5A).泥水と砂礫

は振動フルイにかけられ,粘土や大きな礫が除か

れ,径1～10mm程の砂礫の中から,比較的比重

の大きなものが集められ,それが時々泥水とともに

吐き出される(写真5B).この砂礫の中から女性達

の手で宝石が選び出される(写真5C,5D).

この地域のルビｰの採掘はこんなスタイルが一

般的なようだ.1チｰムは5～6人,1～2家族で構

成される,まさに家族鉱業である.たぶん,沢田

(1969)が訪問した1966年のときも同じ様な採掘･

取引風景であったと思われる.当時と異なってい

る点を挙げれば,生産量が政府により一応把握さ

れるようになったことであろう.

5,タイ西部の宝;百

生産量が把握されているタイのもう一つの宝石

の産地はボ･ブロイ(BoPh1oi)地区である.この地

区はバンコクの北西方のカンチャナブリ県にあり,

サファイアの産地として世界的に著名である.そこ

から産するサファイアは,ミャンマｰやセイロン産を

しのぎ,カシミｰルサファイアとともに,最も良い色

調を持つとされる(Hughes,1990).

ここを訪れる機会を得たのは1992年の秋のこと

であった.1年前に訪れたポ･ライはルビｰの産地

であった.しかし,ボ･ブロイ地区ではルビｰは産

出しないという.本当だろうか?疑問を持ちつつ,

この町を訪れた.

戦場にかける橋1バンコクから西へ約100kmでカ

ンチャナ･ブリ市(KanchanaBuri)へ着く.この街は,

クワイ川の谷口に開けた街で,街の西には有名な戦

場にかける橋｢クワイ川鉄橋｣等の史跡があり,いつ

1997年9月号�
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写真6カンチャナ･ブリ西郊外のクワイ川鉄橋.列車の

本数が少ないので,観光客は自由に歩いて渡る

ことができる.

も観光客でにぎわっており,日本からの観光客も多い

(写真6).

この付近では良質のドロマイトや石灰石を産出

し,ドロマイトは近年日本へも多量に輸出されるよ

うになっている.

定宿の街ボ｡プロイヘ:ボ･ブロイの街はカンチャ

ナブリから北へ約25km,北から南へ流れ下るタホワ

ン川の緩い谷の中にある.

このあたりはバンコク平原の西端部にあたり,西

側の山地の麓でもある.年間降水量は1,200mm前

後と少なく乾燥した草原地帯となっており,サトウ

キビ畑が点在している.

付近の地質は先カンブリア系や古生層からなる

が,これらは丘陵として点在するのみで,平野部に

は第四紀の堆積層が広く分布している.宝石をも

たらした玄武岩(ネフェリンｰハワイアイト,3.1Maに

活動)は街の北東側の丘陵地の一画に古生層を貫

いて径1kmほどの分布を示すのみである.かつて

広く分布したであろう玄武岩はすっかり侵食され,

現在は火道部のみが残存しているのであろう(第6

図).

鉱床は街の周辺の第四紀層中にある.この地は

古くからサファイアの産地として知られていたが,

採掘は手掘によるごく小規模なものであった.しか

し,近年ボｰリング等による組織的な探査が行わ

れ,地表から約13m程の深度にある厚さ5m程の

青灰色の含砂礫粘土層が高品位の鉱床であること

が確認された.その分布域はボ･ブロイの街を中心

に南北10km,東西7km程にわたるこ.ヒが判明した
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第6図カンチャナ･ブリ県ポ･ブロイ地区の玄武岩と宝

石鉱床(VichitR,1992を簡略化).1.先カンブリ

ア系,2.古生層,3.玄武岩,4.第四紀堆積層,

5.宝石の鉱床(鉱区).地質はDMR発行25万分

の1地質図｢スファンブリ｣による.

写真7宝石の街ボ･ブロイ.街の規模は小さいが,なぜ

か300km離れたボ･ライの印とよく似た雰囲気が

漂う.

(第6図).

このため1987年各企業は多くの鉱区を設定し近

代的な設備を設けて,本格的な生産に乗り出した

ことから,タイを代表するサファイア産地にのし上が

った.

地質ニュｰス517号�
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写真8

胡山､､吐､

燐灘簿蝋㍗

∵1

�

ボ･ブロイでの宝石の採掘･選鉱･選別.A.重機を使って含砂礫粘土層が採掘され,トラックで選

鉱場へ運ばれる.B.ずり山の斜面に設けられた選鉱設備.C.磁力を使って,磁鉄鉱を選り分け

る.D.若い女性達が明るい蛍光灯のしたで砂礫中から宝石を選り分ける.

近代宝石鉱業1乾燥した草原(荒野)の中の小さな

街ボ･ブロイ,表通りに沿って数軒の宝石屋,小さな

ホテル,機械や道具類を扱う店,自動車の修理工場,

日用品を扱う雑貨屋さん等,軒の低い建物が並んだ

小さな街だ(写真7).

宝石屋さんでたずねると,この街の周囲でたくさ

んの鉱山が採掘中だというので,さっそく鉱山を訪

れ,採掘から宝飾用原石の選り分けまでを見学さ

せてもらった.

｢採掘｣:従来はボンブによる汲み上げ採掘が主流

であったが,現在では5台のバックホｰなどの重機で

直接採掘し,｢高品位｣の層準の部分をダンプ･トラッ

クで選鉱ブラントヘ違ぶ(写真8A).青サファイア1kg

(晶質を問わない)を得るのに3,000tの砂礫を運ぶと

いう.いいか免れば,品位O.33ppmのサファイアを求

めて,大規模な｢土木工事｣が行われているのである.

｢選鉱｣1ズリ山の斜面を利用して設けられたプラ

ン/(写真8B)で水洗,前い分けされ,径2-50㎜程

度の礫だけが選別されて出てくる.この砂礫は選別

1997年9月号

室に運ばれ,宝石類が選別される.

｢選別｣:宝石類の大部分は,黒色のマグネタイトや

スピネル,イルメナイトであり,これらに混じって少量の

サファイアが含まれている.このため,選別はまず磁

力選鉱機(写真8C)にかけられ,マグネタイトが分離さ

れる.その残りから,若い女性達によってコランダム

が選別される(写真8D).さらに,サイズや晶質による

区分がなされ,宝石用の原石として出荷されてゆく.

多量に産出する黒色のマグネタイトやスピネルはネク

タイピンやブロｰチなどのおみやげ用宝飾品に加工

するために出荷される.

この地区はルビｰを産しないのだろうかとの疑

問を解くため,原石を中心に売っている宝石店に

入った.小さなビニｰル袋に詰められたごく小粒の

コランダムが,展示棚の下段の片隅に置かれてい

た.｢クズ同様の小粒だが,一応宝石なので値は安

くない｣という.ボ･ブロイ産コランダムの色調を調

べるのに最適のサンプルと判断し,2,500円程で購

入した.帰国後識べたところ,約1,300粒入ってお�
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り,その半畳を調べた.結果は662粒中,青色140

粒(21.1%),緑色154粒'(23.3%),灰～黄色342

粒(51.7%),赤色26粒(3.9%)であった.サファイ

アが圧倒的に多く,青色のものが21%を占め,赤

色のルビｰは約4%にすぎなかった.従って,集め

られたコランダムの中から高晶質の美しいルビニが

出てく葎確率惇非常に低い.ξの地区からはルビｰ

はほとんど産出しないのであろう.

6｡おわりに

ルビｰやサファイアの世界的産地であるタイにお

けるこれらの採掘現場の近況を紹介した一各地に

はそれぞれの採掘法や選別方法が根づいているよ

うだ.

それぞれの方法で得られたサファイアやルビｰは

加工業者の手に渡り,一部は加熱処理によってそ

の色に磨きがかけられ,カット･研磨1王より輝きを

増して,金やプラチナと組み合わされ,指輪やブロ

ｰチ,ペンダント等へと形を変える二そして世界中

へ出荷されてゆくわけである.もちろん日本にも輸

出されている.タイを訪れる旅行者によって,宝石

の専門店,大規模な宝石の加工･販売場,空港の

免税店など,タイ国内各地で多くの宝石が買われて

ゆく.

美しい宝石も,もともとは砂礫層中の小さな礫に

過ぎない､その小さな礫が美しい宝石になるまで

にたどってきた様々な過程,採掘･選別･加

工…を考えながら眺めると,宝石の美しさもひと

味違ったものになるかもしれません.
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[訂正とお詫び]

1997年5月号(no.513)に掲載の｢サラ･ブリ地区のろう石鉱床｣の64頁,左下から8行目に｢タイの電子産

業の伸びを･･｣とありますが,これは｢タイの陶磁器産業の伸びを･･｣の間違いです.訂正してお詫びしま

す.また,間違いを指摘して下さった読者の方にお礼申し上げます.
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